
SDGsTRYとは
市民が身の回りの社会課題を発見し、事業実施によって課題の解決を目指していくプログラム

2021年度で3年目を迎えます。これまで、現場見学・課題の整理・事業実施・振り返り等を通して、市民が「自立し

た持続性のある事業」を創出することを目指し、活動してきました。これらの実績を踏まえて、本年度はより実効性

の高いプランの計画・実行までを行います。つくば市の課題を解決し、より魅力的な市を共に創りましょう！

前年度の様子

「SDGsTRY」で検索！

主催: つくば市
委託運営: 株式会社Ridilover

社会課題解決型ワークショップ
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これまでの取組内容



◆日時

第１回 2021年９月26日(日) ９:00-12:30 : チーム編成、取組内容についてディスカッション

第２回 2021年11月12日(金) 19:00-21:00 : 有識者講演

第３回 2022年１月30日(日) ９:00-12:30 : 取組準備

第４回 2022年２月26日(土) 10:00-13:00 : SDGsパートナーズ交流イベントでの最終発表

＊終了時刻は多少前後する場合があります。

＊「SDGsパートナーズ交流イベント」については詳細が決定次第、参加者に共有いたします。

◆場所

オンライン（ビデオツール「Zoom」を利用予定）。

＊詳細は改めて参加者にご連絡いたします。

◆申し込みフォーム（個人会員）

https://forms.gle/uRsrXAzRHJfCLczp6

◆申し込み締切

９月４日(土)

◆参加費

無料

◆募集人員

30人程度

◆参加者特典

①活動費として各チームに5万円を支給

②SDGsTRYの期間中、社会課題特化型の有料WEBメディア

「リディラバジャーナル」の無料購読権を付与

本プログラムへの参加方法

ワークショップの概要（全4回）

「社会課題を、みんなのものに。」をスローガンに、より
多くの人が社会課題に関わりたくなるツアーやメディア
を運営。
つくば市と「持続可能都市推進に関する連携協定」を
締結し、
2019年度よりSDGsTRYプログラム、会員交流会を
委託運営している。

HP：https://ridilover.jp/

株式会社Ridiloverとは

つくばSDGsパートナーズは、経済・社会・環境が統合的に発展する「持続可能なまち」をつくばで実現するための仲間づくりの場です。

（個人会員327名、団体会員98団体／2021年８月16日時点）

これまでのプログラムで、こどもの未来などをテーマに身近な社会課題について考え、これらを解決する

ための取組が提案・実施されました。本プログラムでは全４回のワークショップを通じて、これらをより深

堀りし「自立した持続性のある事業実施」を目的としています。

既存チームへの参加または具体的な新規アイデアをご提示の上、お申し込みください。

◆参加条件

1.全４回に参加可能なこと

2. メールでの連絡が可能であること

3.つくばSDGsパートナーズ会員(個人会員又は、団体会員に所属)であること、

または今後会員登録すること

◆詳細ＨＰ

https://www.tsukuba-sdgs.jp/page/page000259.html

リディラバジャーナルは株式会社Ridiloverが2018年1月にリリースした社会課題に特化したWEBメディアです。
約40テーマ、500以上の記事を配信、特定のイシューに限らず、幅広い種類の社会問題を取り扱っています。

【子どもの安全】
事件や事故から誰がどう守るのか
※リディラバジャーナルより抜粋
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